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市
内
の
環
境
は
、
多
く
の
市
民
や
団
体
が
取
り
組

む
清
掃
活
動
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
環
境
美
化

活
動
に
よ
り
、
美
し
い
状
態
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

牛
野
谷
地
区
自
治
会
連
合
協
議
会
で
は
、
花
火
大

会
や
盆
踊
り
開
催
前
に
、
地
区
住
民
が
参
加
す
る
三

世
代
交
流
一
汗
運
動
と
し
て
、
地
区
内
の
公
園
の
草

刈
り
や
清
掃
を
行
い
、
住
民
の
絆
を
育
み
組
織
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
が
全
国
の

模
範
と
し
て
認
め
ら
れ
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
功

労
者
等
環
境
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
環
境
に
関
心

を
持
ち
、
美
し
い
ま
ち

を
将
来
の
世
代
へ
引
き

継
ぐ
た
め
の
取
り
組
み

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
球
温
暖
化
に
よ
る
生
物
へ
の
影
響

　

地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
と
さ
れ
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
多
く
は
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て

排
出
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
温
暖
化
の
影
響

を
受
け
る
の
は
人
間
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

温
暖
化
に
よ
る
気
候
の
変
化
に
よ
り
、
生
物

の
生
息
地
や
極
端
な
個
体
数
の
変
化
が
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
１
9
5
3
年
以
降
、
サ
ク
ラ
の

開
花
日
が
10
年
に
つ
き
１
日
の
割
合
で
早
ま

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
カ
エ
デ
の
紅

葉
・
黄
葉
日
は
10
年
で
2
・
8
日
の
割
合
で

遅
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
う
し
た
変
化
の

要
因
の
一
つ
が
長
期
的
な
気
温
上
昇
の
影
響

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

温
暖
化
に
よ
る
気
候
の
変
化
は
、
気
温
上

昇
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
雨
の
降
り
方
も
変

化
す
る
と
考
え
ら
れ
、
日
本
で
は
雨
の
降
ら

な
い
日
が
増
え
る
一
方
、
短
時
間
に
強
い
雨

が
降
る
頻
度
が
増
す
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

温
暖
化
の
海
洋
生
物
へ
の
影
響
も
無
視
で

き
ま
せ
ん
。
海
水
へ
二
酸
化
炭
素
が
溶
け
込

む
こ
と
で
海
洋
酸
性
化
が
進
む
と
、
一
部
の

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
貝
類
、
サ
ン
ゴ
な
ど
の
海

洋
生
物
の
殻
や
骨
格
の
形
成
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
温
暖
化
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
海
洋

に
溶
け
込
む
酸
素
量
の
減
少
も
見
ら
れ
、
海

洋
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
産
物
や
水
産
物
に
限
ら
ず
、
私
た
ち
は

さ
ま
ざ
ま
な
生
物
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
き

て
い
ま
す
。
私
た
ち
を
支
え
て
い
る
生
物
や

生
物
間
の
つ
な
が
り
を
守
る
た
め
に
も
、
地

球
温
暖
化
対
策
が
必
要
な
の
で
す
。

環
境
美
化
活
動
に
よ
り
町
が

美
し
く
保
た
れ
て
い
ま
す
！
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ちょっとちょっと

聞いて聞いて

　ごみの持ち出し時間は、収集日の朝６時
から朝８時までです。持ち出し時間以外は
ごみを出さないようにお願いします。

ごみの持ち出し時間を
守りましょう！

地球温暖化は地球上のあらゆる生態
系に大きな影響を与える

私たちの住む町は、多くの人の美化活
動により美しい環境が保たれている

福田市長から環境大臣表彰
状の伝達を受けた協議会


